
第 .章 +*個の各上陸台風とその環境

.�+ 台風第 .号 �*.*. CONSON�*

ルソン島西側の南シナ海で活発な対流活動を伴った

クラウドクラスタ�は� ,**.年 0月 .日頃から低気圧

性の循環を持ち始め� .日 +2時には熱帯低気圧となっ

た�同海域では海面水温が ,3�程度あり�かつ東西風

の鉛直シア�はほぼ * ms�+であった� 同時刻には沖

縄本島の南東海上に低気圧があり� 本州を指向してい

た� 同日 ,,時 +1分の QuikSCAT画像からは� 南シ

ナ海で下層循環中心を確認できる� 太平洋高気圧は日

本のはるか東に存在しており� 南シナ海の熱帯低気圧

は /日にかけて +*** hPa前後の気圧を維持しながら�

ほぼ停滞していた�

熱帯低気圧は勢力を徐�に強めながら北北東に進

み� 0日 +2時にルソン島の西海上で台風第 .号になっ

た� ,**.年に日本に上陸した +*個の台風の中で� 南

シナ海で発生�発達したものはこの第 .号のみであ

る� 同日 +*時 ,*分の QuikSCAT画像の風速分布で

は� 下層循環中心と南に偏在する強風域を確認でき

る� また� 同日 ,,時 -1分のAMSU Ch. 1画像では�

周辺と , K程度の輝度温度差をもつ温暖核が存在して

いることがわかる� 0日から 1日にかけて上述の沖縄

付近にあった低気圧は北東に進み� それに伴い� 太平

洋高気圧が大きく西に張り出してきた� 静止衛星雲画

像では CDOに隠されて� 眼が確認できないが� 1日

+2時 +,分のAMSR-E PCT 2/画像では� 北緯 +2.*

度� 東経 ++3.-度付近に直径 -* km程度の台風の眼が

確認できる� 台風は 1日から 2日にかけても勢力を強

めながら北北東に進み� 2日 +/時には最大風速が 0/

kt �-- ms�+� と推定された� これ以降� 台風は太平洋

高気圧の西縁を回りながら� 加速しつつ北東に進み�

3日 +,時に勢力が最大となった� 最大風速は 2* kt

�.+ ms�+��中心気圧は 30* hPaと推定された�暴風域

は -* nm �/1 km�� 強風域は南東 1* nm �+-- km� に

達した�同日 ,,時 ,分の TMI PCT2/画像では�北緯

,/./度� 東経 +,/.3度付近に直径 +* km程度の台風の

眼と� それを取り囲む同心円状の壁雲� および北東象

限にデルタ型レインシ�ルド� 南東象限にレインバン
ドが確認できる�

台風は� 太平洋高気圧の北西縁辺部を南西諸島に沿

う形で +*日� ++日と進み�日本に接近した�日本海か

ら黄海にかけて停滞するトラフの前面の上層発散域に

接近したため� 台風はしばらくは強い勢力を維持して

いた�しかし�北上に伴い進路上の海面水温も ,0�以

下となり� また� 中層で台風に向かって北側から乾燥

空気が侵入したこともあって� 勢力が急激に弱まっ

た� 台風に伴う同心円状の雲域は大きく崩れていっ

た� +*日以降はマイクロ波放射計の画像では眼を確認

できなくなっており� +*日 +0時 +-分の TMI PCT2/

画像に見られるように� 台風の北側のレインシ�ル
ド� およびそこから南東象限に伸びる活発なレインバ

ンドが特徴的であった� また� 同日 +*時 +,分の

QuikSCAT画像では� 沖縄本島の北に位置する下層

循環中心の北側に風速 +/ ms�+以上の領域が広がって

いた� この領域は� 上述の台風北側のレインシ�ルド
に対応する位置にある� 台風は� ++日には日本列島周

辺の傾圧性の強い領域にまで北上し� 温帯低気圧化が

始まった�

台風は種子島の東海上を通過後� ++日 1時に中心気

圧 33. hPa, 最大風速 -/ kt �+2 ms�+�� 強風域が ,*

nm �-2 km� で高知県室戸市付近に上陸した� 同日 3

時に温帯低気圧となり� そのまま本州を縦断� +,日 *

時頃� 福島県沖に到達した� その後� 日本の東海上を

+,日から +-日にかけて北東に進み� +.日には東経

+1*度付近で進路を東南東に転じ� +/日には東経 +2*

度以東に進んだ�

台風が南西諸島を通過するのに伴い� 2日から +*日

にかけて� 南西諸島では大雨� 暴風となった� 台風が

温帯低気圧となった以後も� 低気圧と梅雨前線の影響

で� +*日から ++日にかけて西日本から東日本の順に

大雨となった� 特に風上側の南東に開いた斜面で強い

降雨があった�

*別所康太郎�上野 充

気象研究所技術報告第 .3号 ,**0

	 10 	



台風第 .号の径路および海面水温図

台風第 .号の強度変化図
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.�, 台風第 0号 �*.*0 DIANMU�*

カロリン諸島周辺で活発な対流活動をしていたクラ

ウドクラスタ�は� ,**.年 0月 ++日 +2時に熱帯低気

圧となった� 発生時� 循環の中心は北緯 0度というき

わめて低緯度で� 中心気圧が +**0 hPaと推定された�

広い領域にわたって� 東西風の鉛直シア�がほぼ *

ms�+であり� 同海域の海面水温も ,2�と� 熱帯低気

圧の発生�発達には好条件が揃っていた� +,日 ,*時

,2分の QuikSCAT画像からは� 同海域に下層循環中

心が確認できる�

熱帯低気圧は太平洋高気圧の南側をゆっくりと北西

に進みつつ勢力を強め� +-日 +,時には同海域で台風

第 0号になった� 台風はなおもゆっくりと北上を続

け� +0日 **時には大型で非常に強い勢力となり� 中

心気圧は 3+/ hPa, 最大風速は +** kt �/+ ms�+�� 暴風

域は +/* nm �,2/ km�� 強風域は南に -/* nm �00/

km� と推定された� 台風は +0日以降� +1日まで北北

西� +1日は北西� +2日以降は再び北北西に進んだ� 静

止衛星雲画像によると� この頃� 台風を取り巻く雲域

は� 同心円状の構造を維持していた� +1日 +1時 +*分

のAMSR-E PCT2/画像では�直径 /* km程度の台風

の眼とそれを取り巻く壁雲� さらに螺旋状に分布する

レインバンドを確認できる� また� 同日 ,+時 -0分の

AMSU Ch. 1画像では� 周辺からの輝度温度差が 0 K

程度の明瞭な温暖核が存在している� +3日 +,時頃�

台風は太平洋高気圧の西縁を通過し� 沖縄の南海上で

転向した後� 徐�に勢力を弱めながらも速度を上げて

北北東へ進んだ�一方�進路付近の海面水温は ,0�以

上あり� 台風の急激な勢力の低下はなかった� また�

上層では� +2日頃中国大陸にあったトラフが ,*日に

かけて東シナ海付近にまで東進していた� +3日 *.時

.2分のAMSR-E PCT2/画像では明瞭な二重眼が確

認できる� 同日 *3時 .+分の Qui kSCAT画像では台

風の下層循環中心付近で風速が /* ms�+近くに達して

いたと推定される� この二重眼はこの後徐�に収縮

し� さらに +3日 +1時 .*分の TMI PCT2/画像にあ

るように崩れていった�

台風は� ,*日以降� 北北東に進み� ,+日 **時頃�

高知県室戸市付近に上陸した� この時の中心気圧は

30/ hPa, 最大風速は 1* kt �-0 ms�+��暴風域は南東に

2* nm �+/, km�� 強風域は南東に -** nm �/1* km�

と推定された� 西から接近してきたトラフとそれに伴

うジェットストリ�クが台風の北側に存在し� それら
に関連する強い上層発散域に台風が接近した� また�

台風が進んだ本州周辺では幅広い傾圧帯となってお

り� 台風は温帯低気圧化を開始した� 中層で乾燥空気

が台風の北西側に入り込み� 台風の雲域も急速に非対

称性を強めていった� レ�ダ�で見る雨域はさらに非
対称化が進んでおり� この頃には進行方向の後面にあ

たる台風中心から南西側では� 降水は観測されていな

い�

台風はさらに北上し�同日 *.時過ぎ�明石市付近に

再上陸した� 台風は勢力を弱めながらさらに北上し�

日本海に抜けた後� ,+日 +2時に� 津軽海峡の西で温

帯低気圧となった�同日 +2時 *.分のAMSU Ch. 1画

像でも� 台風の特徴である温暖核はすでに確認されな

い�

低気圧はその後�オホ�ツク海を抜け� ,.日から ,/

日にかけて千島列島を通過し� それ以後東進� 東経

+2*度以東へ進んだのは ,2日であった�

台風の北上に伴い� 日本海の梅雨前線の活動が活発

化していたが� ,*日以降� 台風が日本列島に接近する

と� 台風に伴う雨� 風が九州から四国で強まった� ,+

日は西日本から東日本� 北海道にかけて� 台風及び温

帯低気圧化後の低気圧に伴う強雨�強風となった�

*別所康太郎�榊原 均
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台風第 0号の径路および海面水温図

台風第 0号の強度変化図
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.�- 台風第 +*号 �*.+* NAMTHEUN�*

太平洋高気圧の縁辺部南側� 南鳥島の南西海上で

,**.年 1月 ,.日 +,時に発生した熱帯低気圧は北西

に進み� ,/日 **時には台風第 +*号となった� 台風に

なった時の中心気圧は 330 hPaと推定された� 同海域

の海面水温は ,3�程度であったが� 東西風の鉛直シ

ア�は発生域の南方海上で小さかったことから� 熱帯
低気圧の発生および台風への発達に好都合な環境で

あった� ,/日 +,時の静止衛星雲画像では CDOに隠

されて台風の眼は見えないが� ,/日 ,+時 /0分の

TMI -1 GHz画像では� 北緯 ,..2度� 東経 +.2.-度付

近に下層循環中心として台風の眼が確認できる�

太平洋高気圧は北緯 -*度付近で西への張り出しが

顕著であり� 台風は� 太平洋高気圧の南西縁辺部を横

切るように北西へ進んだ� ,/日から ,1日にかけては�

中心気圧が +日につき約 -* hPa深まるほど台風は発

達し� ,0日 +,時には� 最大風速は 2/ kt �.- ms�+��

暴風域が +,* nm �,,2 km� に達し� ,1日 **時には中

心気圧は 3-/ hPaと最盛期を迎えた� ,0日 +3時 /.分

の QuikSCAT画像でも� 下層循環中心付近に同程度

の風速を持つ領域が存在することがわかる� この頃�

台風は父島の東海上にまで北上していた� 静止衛星雲

画像では� この時期に台風の眼の存在と� 中心付近の

同心円状の雲域� 中心から南西に広がる雲バンドを確

認できる� ,0日 ,*時 /3分の TMI PCT2/画像では�

眼の直径が +* kmで�その眼の周辺に活発な対流雲が

リング状に存在し� さらにその南東にレインバンドが

伸びていることがわかる� この期間中� 台風の北上に

伴い� 進路上の海面水温は ,3�から ,1�に低下して

いた�

台風は ,1日以降�勢力を徐�に弱めつつ�進路が北

西から西北西に変わり� 四国に接近していった� 静止

衛星雲画像からは� 台風に伴う南東部の幅の広い雲バ

ンドが消滅する一方� 同心円状の雲域が引き続き存在

していることが確認できる� ,2日 +/時 .3分の TMI

PCT2/画像でも� 直径 +** km程度の大きな眼を中心

にした同心円状の対流雲が確認できる� 日本の沿岸で

は海面水温は ,2�以上の高い状態で� 台風は日本に

近づくにつれて� 相対的に海面水温の高い海域を進ん

だ� ,3日 ,*時 +2分の QuikSCAT画像では� 下層循

環中心の周辺でほぼ同心円状に強風域� 暴風域が分布

していることがわかる�

台風は -+日 *1時に高知県西部に上陸した� 上陸時

の中心気圧は 32* hPa, 最大風速は 0/ kt �-- ms�+��

暴風域が /* nm �3/ km�� 強風域が南東に ,** nm

�-2* km�と推定された�台風は� 上陸後� 急速に勢力

が衰えていった� 台風は同日� +,時頃山口県岩国市付

近に再上陸し� 2月 +日になって日本海に抜けた� 最

初の上陸直前の -+日 .時 .0分のAMSU Ch. 1画像

では� , K程度の弱い輝度温度差ではあるが温暖核構

造を維持しており� 勢力の衰えは上陸に伴うものと推

測される�

この頃� 傾圧帯と上層ジェット気流は北緯 .*度よ

り北に位置しており� 台風は日本海で温帯低気圧化を

開始した� +日 3時 .3分のAMSU Ch. 1画像では�温

暖核がほとんどないのがわかる� 台風は ,日 **時頃

には勢力が衰えて� 日本海北西部で熱帯低気圧となっ

た� 熱帯低気圧はその後も北東に進み� -日 *0時に北

海道西方海上で温帯低気圧になった後� +2時に稚内の

西海上で消滅した�

台風は最初は南東から� その後は進路を変えて東か

ら日本列島に近づいたため� ,3日に関東から雨が降り

始めた� 台風本体の雨は -*日になって降り始め� -+

日までに近畿南部�四国で大雨となった� 奈良県� 徳

島県では期間中の総降水量が +*** mmを超える地点

もあった� 台風が通過後も� 台風後面を台風に向かっ

て流れ込む風に運ばれて雨雲が流入し� 九州北部� 四

国� 中国地方では� +日� ,日も大雨となった�

*別所康太郎�和田章義

気象研究所技術報告第 .3号 ,**0

	 14 	



台風第 +*号の径路および海面水温図

台風第 +*号の強度変化図
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.�. 台風第 ++号 �*.++ MALOU�*

モンス�ントラフ内の低圧部が ,**.年 2月 ,日 **

時に南鳥島の西海上で発達し� 熱帯低気圧となった�

発生時の熱帯低気圧の中心気圧は +**, hPaと推定さ

れた� 同海域の海面水温は ,2�� 東西風の鉛直シア�
も * ms�+程度であった�下層の渦度も小さく�熱帯低

気圧は弱い勢力のまま北西に進んだ� 静止衛星雲画像

や -日 +0時 .,分の TMI PCT2/画像からも� 循環に

伴う雲域が� あまりまとまっていないことが確認され

る� 同日 ,+時 ,,分のAMSU Ch. 1画像では� 温暖核

は確認されない�

熱帯低気圧は .日 **時に日本の南海上で台風第 ++

号になった� この時の中心気圧は 332 hPa, 最大風速

は -/ kt �+2 ms�+�� 暴風域は存在せず� 強風域は北東

に 2* nm �+/, km� で� ほとんど発達していない� 台

風はその後も北西に進み� 同日 +-時頃� 中心気圧 330

hPa, 最大風速 .* kt �,* ms�+�� 強風域が北東に +**

nm �+3* km�で徳島県東部に上陸した�その後�さら

に北上し .日 +0時頃� 相生市付近に再上陸した�

台風はその後日本海に出て� .日 ,+時に山陰沖で熱

帯低気圧となった� 日本海の海面水温は ,0�以下で

あった� 熱帯低気圧は進路を東北東に変え� 東北地方

北部を通過後� 0日 +2時に北海道の南海上で消滅し

た� 傾圧帯や上層ジェット気流が北緯 .*度以北に位

置していたため� 温帯低気圧化はしなかった�

台風としての勢力は強いものではなかったが� .日

の上陸に際しては� 九州� 四国� 近畿� 中国地方に大

雨をもたらした�特に近畿南部や三重県では台風第 +*

号による大雨の直後であったため� 大きな被害が発生

した�

*別所康太郎�星野俊介

気象研究所技術報告第 .3号 ,**0
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台風第 ++号の径路および海面水温図

台風第 ++号の強度変化図
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.�/ 台風第 +/号 �*.+/ MEGI�*

,**.年 2月 +-日� トラック諸島付近にあったクラ

ウドクラスタ�は低気圧性の循環を持ちながらゆっく
りと西進し� +.日 **時にマリアナ諸島の西海上で熱

帯低気圧となった� 同海域はモンス�ントラフ内に位
置し� 海面水温も ,3�程度� 東西風の鉛直シア�も *

ms�+に近く� 熱帯低気圧が発生しやすい条件が整っ

ていた�同日 2時 /.分の QuikSCAT画像では同海域

で下層循環中心が確認できる�

熱帯低気圧は勢力を強めながらしばらく西に進み�

+0日 **時頃からは太平洋高気圧の南西部を�回する
形で北西に進むようになった� 熱帯低気圧は +0日 *0

時にはフィリピンの東海上で台風第 +/号になった�

この時の中心気圧は 33, hPa, 最大風速は -/ kt �+2

ms�+�� 強風域は東側に -** nm �/1* km� と推定され

ている� 同日 ,*時 /+分の QuikSCAT画像でも� 下

層循環中心の東側に最大風速が .* ms�+近くの風速極

大が見られる�

台風の進路は徐�に北西から北北西に変わり� 台風

は +1日 *-時以降� 急激に勢力を増していった� 進路

上の海面水温は ,2�程度であり� かつ鉛直シア�も
小さかった� +1日 +,時頃には� 久米島の西海上を通

過した� 静止衛星雲画像では� 同時刻頃から台風の眼

を確認できる�

台風は発達を続け� +2日には東シナ海に達し� 勢力

が最大となった� この頃� 台風は太平洋高気圧の西端

を回り込み� 速度を上げながら進路を北向きに変え

た� この時の中心気圧は 31* hPa, 最大風速は 0/ kt

�-- ms�+��強風域は -/* nm �00/ km�と推定された�

同日 /時 /,分の TMI PCT2/画像では� 台風の眼の

壁雲と� 南北に長く分布する活発なレインバンドが確

認できる� また� +*時 ./分の TMI -1 GHz画像では�

北緯 -*.3度� 東経 +,0./度に明瞭な眼が確認できる�

この頃� 傾圧帯や上層ジェット気流は東経 +.*度付

近では北緯 .*度より北に位置し� 台風は +2日後半以

降に温帯低気圧化を開始した� 台風の進路は北北東か

ら北東に変わり� 台風は九州の西海上を通過後� +3日

**時には韓国の釜山付近に達した� 同日 .時 ,+分の

AMSR-E PCT2/画像からは� 台風の明瞭な眼の壁雲

と北に広がる対流雲域がわかる�また�同日 3時 ,/分

のAMSU Ch. 1画像では� 周辺と - K程度の輝度温度

差をもつ温暖核の存在が確認でき� 温帯低気圧化が進

みつつも� 台風としての構造を依然として維持してい

るのがわかる� AMSU観測とほぼ同時刻の 3時 /3分

の QuikSCAT画像では� 循環中心の南西と南東にそ

れぞれ風速の極大値をもつ� 馬蹄形の風速分布が特徴

的である� 中層では西側から乾燥空気が台風に入り始

め� +3日 +,時頃からは急激に勢力を弱めていった�

台風は東進してきた中緯度のトラフに接近し� 台風の

前面で上層の発散が非常に大きくなった� 台風はその

まま北東進しつつ日本海を進み� 同海域の海面水温は

,.�程度であった� 台風は +3日 ,+時過ぎに津軽半島

に上陸した� この時の中心気圧は 32* hPa, 最大風速

は 0* kt �-+ ms�+�� 暴風域は /* nm �3/ km�� 強風域

は東に -** nm �/1* km�と推定された�台風はそのま

ま青森県を横切った後� ,*日 *3時に北海道の南東海

上で温帯低気圧になった� この温帯低気圧はそのまま

アリュ�シャンの南海上まで東進し� ,,日 *0時に消

滅した�

台風が東シナ海を通過するに際し� 東北地方にか

かっていた停滞前線の影響もあって� +1日から +2日

にかけて� 西日本および東北地方を中心に大雨となっ

た� +3日に台風が日本海を通過する際も� 台風本体に

伴う雨よりも� 上述の南風に伴う大雨が西日本では見

られた� 上陸の前後では� 台風に伴う雲域による大雨

が東北および北海道で発生した� また� 富山県� 石川

県では高潮が発生した�

*別所康太郎�中澤哲夫
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.�0 台風第 +0号 �*.+0 CHABA�*

,**.年 2月 +2日 *0時に� 北緯 +*度線に沿った非

常に活発なモンス�ントラフ内に位置するカロリン諸
島近海で� 熱帯低気圧が発生した� この時の中心気圧

は +**. hPaと推定された� 同海域の海面水温は ,2�

程度で� 東西風の鉛直シア�がほぼ * ms�+の領域が

東西に長く広がっていた� 同日 1時 + +分の Q u i k

SCAT画像からは� 同海域で下層循環中心が存在する

ことがわかる� なお� この熱帯低気圧の発生に 0時間

先立つ **時には ,** km西のフィリピン東海上で同

じく熱帯低気圧 �後の台風第 +1号AERE� が発生し

ており� しばらくは対になった動きをしていた�

熱帯低気圧は先に発生した熱帯低気圧を追うように

ゆっくりと西に進み� +3日 +,時には台風第 +0号に

なった� 台風になった時の中心気圧は 330 hPaと推定

された� 同日 +.時 /*分のAMSR-E PCT 2/画像で

は� 活発な対流雲域は確認できるものの� 眼やその壁

雲は認められない�この頃�台風は CDOに覆われ�静

止衛星雲画像では眼を確認できないが� ,+日 3時 ..

分の TMI -1 GHz画像からは� 北緯 +-.3度� 東経

+/*.3度付近に明瞭な眼を認めることができる� そし

て ,,日 **時頃からは� 静止衛星画像でも台風の眼を

確認できるようになった� 台風は ,-日まで太平洋高

気圧の南側を西に進んだ後� 高気圧の南西縁辺部を回

るように北西に進むようになった� ,+日から ,,日に

かけて� 台風の勢力は中心気圧が一日で ./ hPa低下

するなど急発達し� ,,日 +2時には最大風速は ++* kt

�/0 ms�+�となり� ,-日 +2時には中心気圧は 3+* hPa

に達した� 台風は ,/日 +2時までその勢力を維持しつ

つ北西に進み� 以後� ゆっくりと勢力を落としていっ

た� その間� 暴風域は +0* nm �-*. km� にまで達し

た� ,/日 ,*時 +2分の QuikSCAT画像を見ると� 暴

風域が下層循環中心から半径 -** km程度の同心円状

に分布していることがわかる� その一方� 風速の極大

域は非対称的に� 中心から北側に分布している�

QuikSCATの観測に先立つ +1時 -,分のAMSU Ch.

1画像では� 温暖核の周辺との輝度温度差が 0 K程度

あり� 台風がよく発達していることがわかる� また�

,1日 /時 ..分の TMI PCT2/画像では� 明瞭な二重

眼が確認できる� 台風の通過に伴い ,-日から ,3日に

かけて� マリアナ諸島から南西諸島までの進行方向右

側を中心に� 湧昇により海面水温が低下していた�

台風は� ,3日頃まで北西進を続けた� その後� 台風

は太平洋高気圧の西縁を回り込み� 九州の南海上で北

北東進にするようになった� 台風は -*日 **時頃� 串

木野市付近に上陸し九州を縦断した� 上陸時の中心気

圧は 3/* hPa, 最大風速 2* kt �.+ ms�+�� 暴風域が東

に +,* nm �,,2 km�� 強風域が東に -** nm �/1* km�

であった� 台風は� その後は速度を上げて北東進し�

同日 *2時半頃防府市付近に再上陸� なお北東に進ん

だ� 日本付近では北緯 .*度付近で上層ジェット気流

の蛇行が大きく� 台風は速い速度で北上した� また�

それに伴う傾圧帯の影響を受けて� 台風は温帯低気圧

化を開始した� 台風の前面ではトラフに伴う上層発散

が大きく� また� 中層で北からの乾燥空気が� 台風の

西から南へ回り込むようにして侵入した� これに伴

い� 静止衛星雲画像でも見られるように� 台風の雲分

布が非対称になった� 同日 .時 +分のAMSR-E PCT

2/画像では� 台風の眼が消滅し� 非対称な対流雲域が

確認できる�

台風は -*日 +,時頃日本海に抜け� 北東に進んだ�

日本海の海面水温は ,.�以下で� 台風の勢力は上陸

と相まって� 急激に衰えた� 同日 +3時 /-分の Quik

SCAT画像では� 日本海上に下層循環中心が確認でき

る� なお� その西北西約 +** kmの位置に別の風速極

小が見られるのは� 上層のじょう乱の影響である可能

性がある� さらに台風中心から北東には弱風帯が伸

び� また台風中心の北 ,** km以上の領域で風が強

まっていて� 馬蹄形の風速分布が形成され始めている

ように見える� 台風は -+日 *-時には函館市付近に再

上陸した� 同日 *0時に北海道東部で温帯低気圧に

なった台風は� その後もオホ�ツク海を北上し� /日

+,時に消滅した�

台風が日本列島に接近した ,2日頃から� 暖かく

湿った東寄りの風が太平洋沿岸に吹き込み� 雨となっ

た�台風が九州に上陸する前日の ,3日からは�西日本

を中心に台風本体に伴う雲域に覆われ� 大雨� 暴風と

なった� 台風が -*日 +,時頃に� 一旦日本海に抜けた

後も� 台風の後面で南風に伴う激しい降雨と強風が観

測された� 同日 +.時には瀬戸内海東部を中心に潮位

偏差 +,* cmを超える高潮が発生した� 日本海北上中

は� 東北地方と北海道を中心に大雨となった�

*別所康太郎�高野洋雄�榊原 均�國井 勝
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.�1 台風第 +2号 �*.+2 SONGDA�*

台風第 +0号を発生させた東西に長いモンス�ント
ラフ内のマ�シャル諸島近海で� ,**.年 2月 ,0日 *0

時に熱帯低気圧が発生した� 熱帯低気圧発生時の中心

気圧は +**2 hPaと推定された� 同海域の海面水温は

,2�程度� 東西風の鉛直シア�は * ms�+程度であっ

た� 同日 +2時 1分の QuikSCAT画像では� 同海域に

海上風の弱い循環と下層循環中心が確認できる�

熱帯低気圧は太平洋高気圧の南縁を西北西にゆっく

りと進み� ,2日 **時に同海域で台風第 +2号になっ

た� 発生時の台風の中心気圧は 332 hPa, 最大風速は

-/ kt �+2 ms�+� と推定された� 静止衛星雲画像では

CDOに隠されて� 台風の眼は確認できないが� 同日 ,

時 ,3分のAMSR-E -1 GHz画像からは� 北緯 ++.1

度� 東経 +0../度付近に明瞭な眼が存在していること

がわかる� 台風はさらに発達しながら西北西に進み�

2月 -+日 *0時にはマリアナ諸島の東海上で中心気圧

が 3,/ hPa, 最大風速が 3* kt �.0 ms�+� と推定される

非常に強い勢力になった� 3月 +日 +/時 /0分の

AMSR-E PCT2/画像からは� 台風の眼と活発な対流

活動を伴う壁雲� そしてそれらを取り囲むレインバン

ドが明瞭に確認できる� また� 同日 ,*時 -0分の

QuikSCAT画像では� 台風の進行方向左側にあたる

台風中心の北側に� 風速の極大域が存在していること

がわかる�

台風はさらに西北西に進んだが� 3月 ,日に海面水

温が ,0�から ,1�の海域に進むと� 中心気圧はやや

浅まり 3-* hPaとなったが� 最大風速には大きな変化

はなく� 2/ kt �.- ms�+� であった� この低海面水温域

は� 先行した台風第 +0号の経路にあたる� +0号の進

行に伴う湧昇流が� この低海面水温域を作り出したと

考えられる� この領域を通過して以降� .日 *0時には

再び台風はやや強まり� 中心気圧は 3,/ hPa, 最大風

速が 3/ kt �.2 ms�+� と推定された� 同日 .日 .時の

AMSR-E PCT2/画像では台風の中心付近に二重眼が

形成されており� 台風の強さとの関連をうかがわせ

る�同日 ,,時 1分のAMSU Ch. 1画像では� 0 K程度

の輝度温度差を持つ温暖核が存在していることがわか

る�

台風は .日以後も北西進し� /日 **時には暴風域が

東に ,** nm �-2* km� に達し� *2時頃には沖縄本島

北部を横断した� 台風は太平洋高気圧の西縁を回り込

ながら� 0日頃に東シナ海で速度を速めつつ進行方向

を北東に転じた� また� 勢力も徐�に弱まりだした�

台風は� 1日 **時頃� 中心気圧 3./ hPa, 最大風速

1/ kt �-2 ms�+��暴風域が南東に 3* nm �+1+ km��強

風域が南東に -,/ nm �0+2 km� で長崎市付近に上陸

した� この時期� 北緯 -/度から .*度付近で上層

ジェット気流が大きく蛇行し� そのため台風は速い速

度で北上した� また� 台風の前面にあたる西日本では

上層の発散が大きくなる傾向にあり� このため� 台風

は熱帯低気圧としての構造を変化させつつも� ある程

度の勢力を維持していたと推測される� 一方� 本州お

よび日本海周辺では傾圧性が強く� 台風は西日本通過

前後から温帯低気圧化を開始したと考えられる�

台風は九州北部を横断した後� 日本海を北東に進ん

だ�日本海の海面水温は ,/�以下で�台風は構造を変

化させながら衰弱したと考えられる� 1日 +3時 .1分

の QuikSCAT画像では� 循環中心の南西と南東にそ

れぞれ風速の極大値をもつ� 非対称な馬蹄形の風速分

布が特徴的である� 一方� 同日 +2時 +3分のAMSU

Ch. 1画像では� 周辺と - K程度の輝度温度差を持つ

温暖核構造を依然として維持しているが� 温度傾度は

緩やかになっているように見える� 台風は 2日 **時

に北海道西海上で温帯低気圧になったが� *0時頃� そ

の温帯低気圧は一旦再発達し� 中心気圧 30* hPaで北

海道の北を通過した� しかし� オホ�ツク海で再び勢
力が衰え� 3日にカムチャッカ半島を通過後は東進を

続けた� そして +*日 +2時までに東経 +2*度以東へ進

んだ�

台風がまだ南西諸島の南東海域を進んでいた 3月 .

日には� 日本付近に停滞していた前線の影響で関東か

ら近畿にかけて激しい雨が所�で降った� /日以降も

台風本体によるものではない� 前線による降水が観測

された� 1日に入ると台風本体の雲域に伴う大雨が九

州� 四国� 中国地方で発生した� また� 台風が強い勢

力で西日本に上陸� 通過したため� 西日本では暴風が

吹き� 従来の最大瞬間風速の記録を更新する地点が多

数にのぼった� 瀬戸内海沿岸や西日本から北日本にか

けての日本海側沿岸などでは� 高潮も発生した� さら

に台風が北海道に近づくと� 南西の強風が観測され

た� 北海道でも最大瞬間風速の極値更新が相次いだ�

*別所康太郎�北畠尚子
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.�2 台風第 ,+号 �*.,+ MEARI�*

北緯 +,度� 東経 +0*度付近の海域から西進してき

たクラウドクラスタ�は� ,**.年 3月 +3日 **時にマ

リアナ諸島の東で弱いながらも低気圧性の循環を持つ

ようになり� 熱帯低気圧となった� 発生時の中心気圧

は +**2 hPaと推定された� 同海域の海面水温は ,3�

あり�東西風の鉛直シア�が * ms�+の領域も�東西の

広い範囲にわたっていた� 静止衛星雲画像からは� 熱

帯低気圧としてはあまりまとまった雲域は確認できな

い� 同日 -時 -+分のAMSR-E PCT2/画像でも� 同

海域に弱い対流雲が散在しているのがわかる� また�

同日 2時 ,.分の QuikSCAT画像では下層循環中心

が見られる� 太平洋高気圧の軸ははるか北にあり� 熱

帯低気圧に対する指向流は強くなかった�

熱帯低気圧はゆっくりと発達しながら� なお西に進

み� しだいにまとまった雲域を持つようになった� 熱

帯低気圧は ,*日 +2時にマリアナ諸島の南で台風第

,+号になり� その後� 北西に進むようになった� 台風

となったときの中心気圧は 332 hPaと推定された� ,,

日頃� 静止衛星雲画像からは CDOに隠されたため�

台風の眼はわからない�一方�同日 .時 -分のAMSR-

E PCT2/画像では� 北緯 +/.1度� 東経 +-3.+度付近に

下層循環中心が確認できる�

台風は発達を続けながら� 太平洋高気圧の南西周縁

部をゆっくりと北西に進んだ� ,.日 *0時には� 沖ノ

鳥島の西海上で中心気圧 3.* hPa, 最大風速 3* kt �.0

ms�+� の非常に強い勢力となった� この時の暴風域は

3* nm �+1+ km�� 強風域は北東に +0* nm �-*. km�

と推定された� 同日 3時 +3分の TMI -1 GHz画像で

は� 北緯 ,*./度� 東経 +--.+度付近に台風の眼を確認

できる� 同日 3時 --分の QuikSCAT画像では� 下層

循環中心とほぼ同心円状の強風域が確認できる� ,/日

にかけて� 台風は勢力をほぼ維持しながら進行速度を

上げつつ� なおも北西に進んだ� 台風は ,0日 **時頃

に沖縄本島と宮古島の間の海域を通過後は東シナ海に

入り� ,1日には進行方向を北東に変えた� 進路上の海

面水温は ,1�以上あったが� 台風の西側から中層の

乾燥空気が侵入し� 台風の勢力は次第に弱まりだし

た� 同日 +1時 /0分のAMSU Ch. 1画像では� 周辺と

の輝度温度差が - K程度の温暖核が確認できる� この

後� 温暖核の輝度温度差は小さくなっていった�

台風は� ,2日頃� 東シナ海から本州に存在していた

傾圧帯に進み� 温帯低気圧化が始まった� 同日 /時 2

分のAMSR-E PCT2/画像では直径 +** km程度の大

きな眼と� 幅 +** km程度の壁雲が確認できる� また�

壁雲の北側にはデルタ型レインシ�ルドが形成されて
いる� 同日 3時 ,1分の QuikSCAT画像からは� 風速

の極大域が南に偏って存在していることがわかる� こ

れ以降�台風は北東進でやや速度を増しつつ� ,2日 ,-

時頃� 串木野市付近に上陸した� 上陸時の中心気圧は

31* hPa, 最大風速は 0* kt �-+ ms�+��暴風域は 1/ nm

�+.- km�� 強風域は南東に ,.* nm �./0 km� と推定

された� ただし� 北緯 -/度から .*度付近の上層

ジェット気流の蛇行があまり大きくなかったため� 北

上成分は大きくなかった� 台風は九州を横断後� 同日

*0時には宿毛市付近に再上陸し�さらに四国も横断し

て� 同日 ++時頃� 大阪市付近に再上陸した� 台風はこ

の後� 北陸地方を通り� -*日 **時に仙台市付近で温

帯低気圧となった� 温帯低気圧は� 太平洋を東進後�

+*月 ,日 +2時に消滅した�

,/日頃は�台風はまだ日本のはるか南にあったが�

日本列島では停滞していた前線が活発化し� 紀伊半島

東岸などで豪雨となっていた� この前線は台風が上陸

し�列島を縦断した ,3日まで停滞し�大雨をもたらし

た� ,3日に三重県尾鷲市では� 1.* mmを超える降水

量を記録し� 時間雨量でも +** mmを超える地点が多

数あった� さらに ,3日には愛知県豊橋市付近で竜巻

も発生した�

*別所康太郎�村田昭彦
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.�3 台風第 ,,号 �*.,, MA-ON�*

フィリピンの東海上で活発な動きを見せていたクラ

ウドクラスタ�は� ,**.年 +*月 -日頃から弱い低気

圧性の循環を持ち始め� 同日 *0時に熱帯低気圧と

なった� 発生時の中心気圧は +**, hPaと推定された�

同日 3時 +分の QuikSCAT画像でも� 同海域に弱い

低気圧性循環と下層循環中心が確認できる� 同海域の

海面水温は ,3�� 東西風の鉛直シア�も * ms�+ で

あった� 台風周辺では環境場の風が弱く� 熱帯低気圧

は発生後� ゆっくりと北上を始めた�

熱帯低気圧は� .日 *0時には同海域で台風第 ,,号

になった� この時の中心気圧は 330 hPaと推定され

た� 同日 .時 ,1分のAMSR-E PCT2/画像では� 活

発な対流雲が確認できる� 台風はその後もゆっくりと

勢力を強めていった� /日 +,時以降は北西に進み� さ

らに 1日に北北東に進むようになった� この間� 台風

の勢力は中心気圧が一日で ./ hPa低下するなど急発

達し� 同日 +2時には沖縄の南東海上で中心気圧 3,*

hPa, 最大風速 +** kt �/+ ms�+� に達したと推定され

た� また� 暴風域は 2* nm �+/, km�� 強風域は +2*

nm �-., km�と推定された�同日 +1時 3分のAMSR-

E PCT2/画像では� 北緯 ,-.*度� 東経 +-*.1度付近に

直径 .* km程度の眼と� 幅 0* km程度の同心円状の

活発な対流を伴う壁雲が確認できる� ほぼ同時刻に観

測された +1時 .-分のAMSU Ch. 1画像では�温暖核

の周辺との輝度温度差は . K程度であった�

台風はその後も北北東進したが� 中層で台風の西側

に広く乾燥空気が広がり� 時間の経過と共に台風に侵

入していった� また� 日本付近で北緯 -*度から .*度

付近に位置していた上層ジェット気流と� そのジェッ

ト気流上で 2日頃から東シナ海に進んだトラフに伴っ

て� 台風の前面で上層の発散が大きくなる傾向があっ

た�

台風は 2日から 3日にかけて進行速度を上げなが

ら� 本州南岸の傾圧帯に進み� 温帯低気圧化が始まっ

た� 下層の寒気が強かったため� 台風の勢力は 2日後

半以降� 急激に衰えていった� 台風は本州南岸に南南

西方向から接近し� 3日 *1時頃� 静岡県伊豆半島に上

陸した� 上陸時の中心気圧は 3/* hPa, 最大風速は 2*

kt �.+ ms�+�� 暴風域は東に 0* nm �++. km�� 強風域

は南東に ,,* nm �.+2 km�と推定された�台風は非対

称性を強め� 同日 /時 +0分の TMI PCT2/画像では�

中心付近の同心円状の眼の壁雲だけでなく� その北側

に広がる対流雲域� そこから南に伸びるレインバンド

が確認できる� 台風はその後� 関東地方を横断して�

鹿島�から太平洋に抜けた� 台風は +*日 **時に日本

の東海上で温帯低気圧となった� 3日 +1時 +/分の

AMSU Ch. 1画像では温暖核がほぼ消滅しているのが

わかる� また� 3日 +3時 +2分の QuikSCAT画像で

は� 下層の循環中心の北東象限に風速の極大域が存在

していることがわかる�

日本列島では� 本州南岸に前線が停滞していたた

め� 2日は北日本を除く広い範囲で大雨となった� ま

た� 台風が接近�上陸した 3日には東日本を中心に大

雨�暴風となった� 特に静岡県伊東市では強風により

住宅の屋根が飛ばされるなどした� また� 神奈川県横

浜市では� 駐車していたトラックが強風にあおられて

.*台近くが横転するなど�各地で強風による被害が多

数発生した�

*別所康太郎�益子 渉
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.�+* 台風第 ,-号 �*.,- TOKAGE�*

モンス�ントラフ内に位置するマリアナ諸島東海上
にあったクラウドクラスタ�は� 活発な対流活動を
伴っており� ,**.年 +*月 +,日 **時には熱帯低気圧

となった� 発生時の中心気圧は +**. hPaと推定され

た� 同海域の海面水温は ,3�程度� 東西風の鉛直シ

ア�も * ms�+ であり� 太平洋高気圧の南西縁にあ

たっていた� 同日 -時 -1分のAMSR-E PCT2/画像

では� 低気圧性の曲率を持った活発なレインバンドを

確認できる� また� 同日 2時 ,3分の QuikSCAT画像

では� 同海域に下層循環中心が存在していることがわ

かる�

熱帯低気圧は速い速度で西に進み� +-日 **時には

グアム島の北西海上で台風第 ,-号になった� この時

の中心気圧は 33. hPaと推定された� この頃� 静止衛

星雲画像では CDOに隠されて台風の眼を確認できな

いが� +-日 +0時 -.分のAMSR-E -1 GHz画像では�

北緯 +-.1度� 東経 +-3..度付近に明瞭な眼が存在する

ことがわかる� 台風は +.日 +,時までは西に進み� そ

の後� ヤップ島の北で進路を北西に変えて発達を続け

た� 台風は +0日 *0時に最大風速が 2/ kt �.- ms�+�

に達し�同日 +,時には中心気圧が 3.* hPaとなり�し

ばらくこの非常に強い勢力を維持した� また� 暴風域

が +/* nm �,2/ km�� 強風域が南に 0** nm �++.*

km� と� 水平スケ�ルも非常に大きかった� 同日 +1

時 .分のAMSR-E PCT2/画像では�直径 -* km程度

の眼を壁雲が三重に取り囲み� そのさらに外側を活発

な対流を伴ったレインバンドが螺旋状に分布している

のがわかる� 同日 ,+時 +,分の QuikSCAT画像から

は� 風速 ,/ ms�+以上の領域が� 下層の循環中心から

半径 ,**�-** kmの範囲に及んでいることが確認で

きる� また� 最大風速も .* ms�+程度ということがわ

かる� 台風は +0日までは進行速度は遅かったが� +1

日以降は� 徐	に速度を上げていった�

台風は +2日以降� 徐	にその勢力を弱めながら沖

縄の南海上で進行方向を北西から北東に変え� 進行速

度を上げながら +3日にかけて沖縄本島から奄美諸島

沿いに進んだ� +2日 ,+時 -0分の TMI PCT2/画像で

は� 台風の内側の壁雲は崩壊して� +0日に見られた多

重眼はなくなっていた� またこれ以降� +3日 +1時 -,

分のAMSR-E PCT2/画像にあるように外側の壁雲

も消失し� 活発な対流雲が非対称的な分布を取るよう

になった� ほぼ同時刻に観測した +2時 ./分の

AMSU Ch. 1画像では� 温暖核の周辺との輝度温度差

は . K程度であった�

この時期� 日本付近は南西諸島から本州周辺まで広

く明瞭な傾圧帯となっており� 台風は� 九州に接近し

た +3日から ,*日にかけて温帯低気圧化を開始した�

また� 上層ジェット気流の蛇行は比較的小さかった

が� ジェットストリ�ク入り口右側の上層発散域が西
日本から日本海に広がっていた� 台風は ,*日 *.時

頃� 土佐清水市付近に中心気圧 3// hPa, 最大風速 1/

kt �-2 ms�+�� 暴風域が東に +2* nm �-., km�� 強風

域が東に .,/ nm �2*2 km� で上陸した後� 同日 *0時

には室戸市付近に再上陸した� 台風は� さらに北東に

進みながら *2時に中心気圧 30* hPa, 最大風速 1* kt

�-0 ms�+� で大阪府南部に再上陸した� 台風は衰弱し

ながら近畿地方� 東海地方に進み� ,*日 +2時に関東

地方で中心気圧 33* hPaの温帯低気圧となった� 鹿島

�から太平洋に出た温帯低気圧は東北東に進み� やや
再発達して ,-日に東経 +2*度以東へ進んだ�

台風が接近するに先立ち� 日本列島周辺は顕著な傾

圧帯となっていたので� 台風が接近� 上陸した +3日�

,*日には� 北海道を除き広い範囲で大雨となった� 特

に� 通常は台風に伴う大雨の生じにくい瀬戸内海側や

日本海側の地方でも降水が多くなったのが特徴であっ

た� また� この台風は水平スケ�ルの大きなまま日本
列島に接近�上陸したので� 暴風も広い範囲で吹き�

特に台風の進行方向右側だけでなく� 左側でも強風が

観測されたことが特徴的であった� さらに� 室戸岬で

は +- mを超える高波が発生し� 被害をもたらした�

*別所康太郎�北畠尚子
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